
集中的取り組み期間（２年間）

（１年目） 取り組みを実施の上評価※1

収支率前年度比
マイナス

（２年目） 取り組みを実施の上評価

（３年目）

取り組みを実施の上評価

（４年目）

取り組みを実施の上評価

（５年目）

集中的取り組みを実施の上評価

改善計画による集中的取り組みを実施

（６年目）

（７年目）

取り組みを実施の上評価

前年度比＋ 前年度比－前年度比＋

集中的取り組みを
実施の上評価(※1)、(※2)

改善が認められなかった系統は関係
者の協力により収支改善に向けた計
画を策定(※1)。

改善が認められた系統は引き続き取り組みを実
施の上目標値の達成を目指す。

前年度比－

引き続き収支改善前年比１％以上を目指す

前年度比＋

取り組みを実施の上評価

取り組みを実施の上評価

改善が認められなかった系統は改善
計画による集中的取り組みを実施。

地域間幹線系統における「生産性向上に向けたフォローアップ手順」
（フロー図）～平成３２年度事業より実施～

収支率前年度比
プラス

収支率前年度比
マイナス

収支率前年度比
プラス

収支率前年度比
マイナス

収支率前年度比
プラス

前年度比＋

前年度比＋

(※1) 燃料高騰等の外的要因による経費は、評価にあたり費用に算入しない。
(※2)路線の維持が特に困難である「経常費用の９／２０上限のカットを受ける系統」又は「輸送量カットを受ける系統」は
対象外。

～ 長期的に取り組みを評価の上進めることにより、地域幹線交通の生産性向上を実現 ～

収支改善目標、前年比１％以上改善を目指し取り組みを実施


